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入
にゅう

 寮
りょう

 手
て

 続
つづき

 

1. 入 寮
にゅうりょう

申 込
もうしこみ

 

入 寮
にゅうりょう

を希望
きぼう

する人
にん

は空
あ

き室
しつ

状
じょう

況
きょう

を本
ほん

校
こう

にお問
と

い合
あ

わせください。 入
にゅう

寮
りょう

可
か

能
のう

である場合
ばあい

、所定
しょてい

の 入 寮
にゅうりょう

申 込 書
もうしこみしょ

をお送
おく

りします。必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こう

を記
き

入
にゅう

し、予
よ

約
やく

金
きん

を添
そ

えて申
もう

し込
こ

んでください。 

※ 予
よ

約
やく

金
きん

の支
し

払
はら

いがあった人
ひと

から優先的
ゆうせんてき

に入 室
にゅうしつ

準備
じゅんび

を致
いた

します。 

 

2. 予
よ

約
やく

金
きん

と 入
にゅう

寮
りょう

金
きん

 

予
よ

約
やく

金
きん

は 30,000円
えん

です。予
よ

約
やく

金
きん

は 入
にゅう

寮
りょう

時
じ

に 入
にゅう

寮
りょう

金
きん

に振
ふ

り替
か

えられます。 

※ 入
にゅう

寮
りょう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

提
てい

出
しゅつ

後
ご

に申
もう

し込
こ

みを取
と

り消
け

す場
ば

合
あい

、予
よ

約
やく

金
きん

は解
かい

約
やく

金
きん

となり、

返金
へんきん

致
いた

しません。 

 

3. 寮費
りょうひ

（月毎
つきごと

に学校
がっこう

に納
おさ

める費用
ひよう

） ※ 前月
ぜんげつ

の末日
まつじつ

までに納
おさ

めてください。 

 2
ふた

人
り

部屋
べ や

 4
よ

人
にん

部屋
べ や

 

寮費
りょうひ

 30,000円
えん

 20,000円
えん

 

水道
すいどう

光熱費
こうねつひ

 5,000円
えん

 5,000円
えん

 

インターネット料 金
りょうきん

 0円
えん

 0円
えん

 

※ 水
すい

道
どう

光
こう

熱
ねつ

費
ひ

は学
がく

生
せい

のために低
ひく

く設
せっ

定
てい

しています。使
し

用 量
ようりょう

が多
おお

すぎる場合
ばあい

、追加
ついか

徴 収
ちょうしゅう

することもあります。 

※ インターネット料 金
りょうきん

については学校
がっこう

負担
ふたん

とします。 

 

4. 入 寮
にゅうりょう

時
じ

費用
ひよう

 

保証
ほしょう

金
きん

および寮費
りょうひ

３か月
がつ

分
ぶん

をお支
し

払
はら

いください。保証
ほしょう

金
きん

は退 寮
たいりょう

時
じ

に清掃
せいそう

代金
だいきん

な

どを引
ひ

いて返金
へんきん

致
いた

します。なお、 入 寮
にゅうりょう

金
きん

(30,000円
えん

)には予
よ

約
やく

金
きん

が充
あ

てられます。 

 2
ふた

人
り

部屋
べ や

 4
よ

人
にん

部屋
べ や

 

（ 入 寮
にゅうりょう

金
きん

） （30,000円
えん

） （30,000円
えん

） 

保証
ほしょう

金
きん

 40,000円
えん

 40,000円
えん

 

寮
りょう

費
ひ

/３か月分
げつぶん

 90,000円
えん

 60,000円
えん

 

（火災
かさい

保険料
ほけんりょう

/１年分
ねんぶん

） 0円
えん

 0円
えん

 

合計
ごうけい

 130,000円
えん

（＋30,000円
えん

） 100,000円
えん

（＋30,000円
えん

） 

※ 一
いち

度
ど

お支
し

払
はら

いいただいたお金
かね

については、原則
げんそく

として返還
へんかん

致
いた

しません。 

※ 火災
かさい

保険料
ほけんりょう

については学校
がっこう

負担
ふたん

とします。 
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退
た い

 寮
りょう

 手
て

 続
つづき

 
 

1. 退 寮
たいりょう

の申し出
もうしで

 

｢ 退 寮 届
たいりょうとどけ

｣を退去
たいきょ

予定
よてい

日
び

の 1か月
げつ

以上前
いじょうまえ

に事務所
じむしょ

に提 出
ていしゅつ

してください。退去
たいきょ

日
び

ま

で 30日
にち

に満
み

たない場
ば

合
あい

は 1か月分
げつぶん

の寮費
りょうひ

を払
はら

わなければなりません。土
ど

・日
にち

・祝 日
しゅくじつ

の退 出
たいしゅつ

はできません。 

3月に卒 業
そつぎょう

する寮 生
りょうせい

は 3月 20日頃
ごろ

までに退 寮
たいりょう

すること。 

9月に卒 業
そつぎょう

する寮 生
りょうせい

は 9月 20日頃
ごろ

までに退 寮
たいりょう

すること。 

 

2. 掃
そう

除
じ

  

退
たい

出
しゅつ

前
まえ

または退
たい

出
しゅつ

当
とう

日
じつ

に学
がっ

校
こう

が立
た

ち会
あ

って、ルーム・チェック（清掃
せいそう

の確認
かくにん

）

をします。十 分
じゅうぶん

でない場合
ばあい

はやり直
なお

しをしなければなりません。台 所
だいどころ

の棚
たな

も忘
わす

れ

ないで掃除
そうじ

してください。破
は

損
そん

や汚
お

損
そん

があれば、その費
ひ

用
よう

を保
ほ

証
しょう

金
きん

から差
さ

し引
ひ

いて

精算
せいさん

します。 

 

3. 荷
に

物
もつ

、ゴミの処
しょ

理
り

 

あなたの物
もの

を部屋
へ や

や台 所
だいどころ

に残
のこ

してはいけません。ゴミは 必
かなら

ず燃
も

えるゴミ、燃
も

えない

ゴミ、資
し

源
げん

ゴミに分
わ

けて、ゴミ捨
す

て場
ば

に出
だ

してください。 

テレビ、パソコン等
とう

の電気
でんき

製品
せいひん

は電器屋
でんきや

やリサイクルショップに相談
そうだん

してください。 

本棚
ほんだな

、ベッド等
とう

の大
おお

きい物
もの

は粗
そ

大
だい

ゴミ受付
うけつけ

センターへ ( 04-2934-5546 )  

 

4. 市
し

役所
やくしょ

での手続
てつづ

き（在
ざい

留
りゅう

カードや国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

証
しょう

などについて） 

(1)転
てん

居
きょ

先
さき

が同
おな

じ市
し

内
ない

の場
ば

合
あい

 

 ➀在 留
ざいりゅう

カードの住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

 

 ②国民
こくみん

健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

の住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

 

 

(2)転居先
てんきょさき

が市外
しがい

の場合
ばあい

 

 ➀転 出 届
てんしゅつとどけ

を出
だ

す      （転居元
てんきょもと

の市
し

役所
やくしょ

） 

 ②国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

を返
かえ

す      （転居元
てんきょもと

の市
し

役所
やくしょ

） 

 ③転 入 届
てんにゅうとどけ

を出
だ

す        （転居先
てんきょさき

の市
し

役所
やくしょ

） 

 ④在 留
ざいりゅう

カードの住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

をする （転居先
てんきょさき

の市
し

役所
やくしょ

） 

 ⑤国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

に新
しん

規
き

加
か

入
にゅう

する （転居先
てんきょさき

の市
し

役所
やくしょ

） 
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(3)帰
き

国
こく

または外
がい

国
こく

に転
てん

居
きょ

する場
ば

合
あい

 

 ➀帰
ヵえ

りの航
こう

空
くう

券
けん

や予
よ

約
やく

券
けん

を学
がっ

校
こう

に見
み

せてください 

 ②国民
こくみん

健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

を市
し

役所
やくしょ

に返
かえ

す 

 ③在 留
ざいりゅう

カードを空港
くうこう

で返
かえ

す 

 

 

5. その他
た

の手続
てつづき

（日本
にほん

国
こく

内
ない

に引
ひ

っ越
こ

す場
ば

合
あい

） 

  ・郵 便 局
ゆうびんきょく

で転 居 届
てんきょとどけ

をもらって、記入
きにゅう

し、ポストに入れる 

   （あなた宛
あて

の郵便
ゆうびん

が 1年間
ねんかん

郵 便 局
ゆうびんきょく

から新 住 所
しんじゅうしょ

に転送
てんそう

されます） 

  ・銀行
ぎんこう

で住 所
じゅうしょ

変 更 届
へんこうとどけ

を出
だ

す （アプリでもできます） 

  ・カード会社
がいしゃ

に連絡
れんらく

して住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

をする 

  ・電話
でんわ

会社
がいしゃ

に連絡
れんらく

して住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

をする 

  ・引越先
ひっこしさき

の水道
すいどう

開
かい

栓
せん

手続
てつづき

をする （水道
すいどう

会社
がいしゃ

に電話
でんわ

やネットで 2週 間 前
しゅうかんまえ

に予約
よやく

） 

  ・引越先
ひっこしさき

のガス開
かい

栓
せん

手続
てつづき

をする （ガス会社
がいしゃ

に電話
でんわ

やネットで 2週 間 前
しゅうかんまえ

に予約
よやく

） 

  ・引越先
ひっこしさき

の電気
でんき

利用
りよう

手続
てつづき

をする  （電気
でんき

会社
がいしゃ

に電話
でんわ

やネットで 2週 間 前
しゅうかんまえ

に予約
よやく

） 

  ・部屋
へ や

でインターネットを使
つか

いたい場合
ばあい

は、インターネット利用
りよう

契約
けいやく

を結
むす

ぶ 

 

6. 退去
たいきょ

当日
とうじつ

にすること 

(1)寮費
りょうひ

等
とう

の精算
せいさん

 

(2)清
せい

掃
そう

、私
し

物
ぶつ

がないかを確認
かくにん

 

(3)部屋
へ や

の窓
まど

とドアの鍵
かぎ

を閉
し

める 

(4)部屋
へ や

の鍵
かぎ

を学校
がっこう

に返
かえ

す 
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主
おも

な連絡先
れんらくさき

 

 

名称
めいしょう

 住所
じゅうしょ

・TEL アクセス方法
ほうほう

 手続
てつづき

 

入間市
いるまし

役所
やくしょ

 
入
いる

間
ま

市
し

豊
とよ

岡
おか

1-16-1 

04-2964-1111 
入
いる

間
ま

市
し

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

10分
ぷん

 

住 民
じゅうみん

登録
とうろく

 

国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

の加入
かにゅう

 

住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

 
   

入
いる

間
ま

市
し

健
けん

康
こう

 

福
ふく

祉
し

センター 

入
いる

間
ま

市
し

上
かみ

藤
ふじ

沢
さわ

730-1 

04-2966-5511 
入
いる

間
ま

市
し

駅
えき

からバス 15分 
健康
けんこう

診断
しんだん

 

レントゲン撮影
さつえい

 

 

 

 

名称
めいしょう

 地
ち

域
いき

 TEL 手続
てつづき

 

東 京
とうきょう

電気
でんき

 

カスタマーセンター 
入
いる

間
ま

市
し

 0120-552-496 
引越
ひっこし

の連絡
れんらく

 

契約
けいやく

の変更
へんこう

 

東 京
とうきょう

ガス 

お 客
きゃく

様
さま

センター 
入
いる

間
ま

市
し

 
0570-002211 

03-3344-9100 

[24時間
じかん

電話
でんわ

受付
うけつけ

] 

引越
ひっこし

の連絡
れんらく

 

料 金
りょうきん

精算
せいさん

 

開
かい

栓
せん

･
・

閉
へい

栓
せん

 

ガスのトラブル 

水
すい

道
どう

局
きょく

 

お 客
きゃく

様
さま

センター 
入
いる

間
ま

市
し

 04-2960-1301 

引越
ひっこし

の連絡
れんらく

 

契約
けいやく

の変更
へんこう

 

水
みず

のトラブル 

原田
はらだ

病 院
びょういん

 入
いる

間
ま

市
し

豊
とよ

岡
おか

1-13-13 入
いる

間
ま

市
し

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

5分
ふん

 総合
そうごう

病 院
びょういん

 

太田
おおた

医院
いいん

 入
いる

間
ま

市
し

豊
とよ

岡
おか

1-8-26 入
いる

間
ま

市
し

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

10分
ぷん

 個人
こじん

病 院
びょういん

（内科
ないか

） 

かたぎり 

クリニック 
入
いる

間
ま

市
し

扇
おうぎ

台
だい

4-7-15 学校
がっこう

から徒歩
と ほ

10分
ぷん

 
個人
こじん

病 院
びょういん

 

（内科
ないか

・皮膚科
ひ ふ か

） 

豊岡
とよおか

 

整形
せいけい

外科
げ か

 
入
いる

間
ま

市
し

豊
とよ

岡
おか

1-8-3 入
いる

間
ま

市
し

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

5分
ふん

 整形
せいけい

外科
げ か
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寮
りょう

  規
き

  約
や く

   入
にゅう

居
きょ

の 心
こころ

得
え

 

 

1. 目的
もくてき

  

 旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

留 学 生 寮
りゅうがくせいりょう

の入 居
にゅうきょ

に関
かん

し、入 寮 者
にゅうりょうしゃ

が日本
にほん

のルールやマナーを理解
りかい

し、遵 守
じゅんしゅ

・実践
じっせん

することで日本
にほん

の生
せい

活
かつ

に溶
と

け込
こ

めるよう定
さだ

めた規
き

則
そく

である。 

 

 

2. 遵 守
じゅんしゅ

義務
ぎ む

  

 入 寮 者
にゅうりょうしゃ

は、 本 寮
ほんりょう

が 共 同
きょうどう

生活
せいかつ

の場
ば

であることを認識
にんしき

し、本規則
ほんきそく

を 遵 守
じゅんしゅ

して

旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

の留 学 生
りゅうがくせい

として節度
せつど

ある行動
こうどう

を取
と

らなければならない。 

 

 

3. 禁止
きんし

事項
じこう

 

➀ 銃 刀 法
じゅうとうほう

や薬物
やくぶつ

関連法
かんれんほう

等
など

、法令
ほうれい

に反
はん

するもの（銃 砲
じゅうほう

、刀剣類
とうけんるい

等
など

）、又
また

は

爆発性
ばくはつせい

や発泡性
はっぽうせい

を有
ゆう

する危
き

険
けん

物
ぶつ

を製
せい

造
ぞう

、又
また

は保管
ほかん

してはいけない。 

② 寮 生
りょうせい

以外
いがい

の者
もの

（動物
どうぶつ

も含
ふく

む）を 寮
りょう

に招
まね

き入
い

れない。 

但
ただ

し、原則
げんそく

父親
ちちおや

、母親
ははおや

、兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

のみ、身分
みぶん

証 明 書
しょうめいしょ

で寮 生
りょうせい

との関係
かんけい

が

証 明
しょうめい

できる場合
ばあい

のみ可能
かのう

。 必
かなら

ず事
じ

前
ぜん

の申
しん

請
せい

及
およ

び身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

の提
てい

示
じ

が必
ひつ

要
よう

となる。 

③ 寮 生 外
りょうせいがい

の者
もの

を寮 内
りょうない

に宿 泊
しゅくはく

させない。（親族
しんぞく

も含
ふく

む） 

④ 外泊
がいはく

は原則
げんそく

禁止
きんし

である。 

⑤ 飲酒
いんしゅ

、暴 力
ぼうりょく

などによって他
た

人
にん

に迷
めい

惑
わく

行
こう

為
い

を 行
おこな

わない。 

⑥ 寮 内
りょうない

や周 辺
しゅうへん

で喫煙
きつえん

しない。 

⑦ 寮
りょう

の建物
たてもの

・設備
せつび

・室内
しつない

の改造
かいぞう

・解体
かいたい

・改装
かいそう

をしない。（壁
かべ

に穴
あな

を開
あ

けるなど） 

⑧ 共 有
きょうゆう

スペースを私
し

有
ゆう

化
か

しない。使
し

用
よう

したものは洗
せん

浄
じょう

し、元
もと

の場
ば

所
しょ

に戻
もど

さな

ければならない。 

⑨ 他
た

人
にん

の物
もの

を許
きょ

可
か

なく飲
いん

食
しょく

しない。（自分
じぶん

の所有物
しょゆうぶつ

には名前
なまえ

を書
か

くこと） 

⑩ 他
た

の 入
にゅう

寮
りょう

者
しゃ

及
およ

び近隣
きんりん

居 住 者
きょじゅうしゃ

に迷惑
めいわく

がかかる大
おお

きな音
おと

を出
だ

さない。

（大 音 量
だいおんりょう

でのテレビやオーディオ機器
き き

の視聴
しちょう

、楽器
がっき

演奏
えんそう

、通話
つうわ

、パーティー

など） 

⑪  そのほか、他
ほか

の入 寮 者
にゅうりょうしゃ

及び
および

近隣
きんりん

居 住 者
きょじゅうしゃ

に迷惑
めいわく

がかかると本学院
ほんがくいん

が判断
はんだん

し

た行
こう

為
い

は 行
おこな

わない。 
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4. 管理
かんり

義務
ぎ む

 

① 入 寮 者
にゅうりょうしゃ

は自分
じぶん

の部屋
へ や

の清掃
せいそう

を 行
おこな

い、清潔
せいけつ

を保
たも

つとともに整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

を 心
こころ

が

けること。エアコンのフィルターもまめに清掃
せいそう

すること。 

② 共 有
きょうゆう

スペース（ユニットバス・トイレ・台 所
だいどころ

・ランドリーなど）は定
てい

期
き

的
てき

に

清
せい

掃
そう

すること。 

③ 寮
りょう

周 辺
しゅうへん

も清潔
せいけつ

に保
たも

つこと。寮
りょう

で企
き

画
かく

された掃除
そうじ

には参加
さんか

し、掃除
そうじ

当番
とうばん

とな

った場合
ばあい

は、その義務
ぎ む

を果
は

たすこと。 

④ 日 常
にちじょう

のゴミの処理
しょり

については本学院
ほんがくいん

の指示
し じ

に 従
したが

い、ゴミの 収 集
しゅうしゅう

日
び

の日時
にちじ

に種類
しゅるい

別
べつ

に分別
ぶんべつ

を 行
おこな

い、指定
してい

する場所
ばしょ

に出
だ

すこと。 

⑤ 共
きょう

有
ゆう

物
ぶつ

は使
し

用
よう

後
ご

必
かなら

ず洗
あら

い、元
もと

の場所
ばしょ

に整理
せいり

整頓
せいとん

すること。 

⑥ 寮
りょう

室内
しつない

にある共 用
きょうよう

家具
か ぐ

や電化
でんか

製品
せいひん

などは丁寧
ていねい

に 扱
あつか

い、万
まん

が一
いち

故
こ

障
しょう

したら

必
かなら

ず本
ほん

学
がく

院
いん

に報
ほう

告
こく

すること。故意
こ い

に壊
こわ

したと認
みと

められる場
ば

合
あい

は、入
にゅう

寮
りょう

者
しゃ

の

負
ふ

担
たん

で復
ふっ

旧
きゅう

する。 

⑦ 節電
せつでん

・節
せっ

水
すい

等
とう

、 省
しょう

エネルギーに努
つと

めること。 

⑧ 火
ひ

の取
と

り 扱
あつか

い
い

には特
とく

に気
き

をつけること。カセットコンロや石
せき

油
ゆ

ストーブの使
し

用
よう

は禁
きん

止
し

。 

 

 

5. 駐 輪 場
ちゅうりんじょう

 

① 自転車
じてんしゃ

は本学院
ほんがくいん

の指定
してい

する駐 輪
ちゅうりん

スペースに 必
かなら

ず止
と

めること。 

② 自
じ

転
てん

車
しゃ

は 必
かなら

ず施
せ

錠
じょう

し、盗難
とうなん

に注意
ちゅうい

すること。万
まん

が一
いち

盗
とう

難
なん

や破
は

損
そん

などがあっ

ても本学院
ほんがくいん

はその責任
せきにん

を負
お

わない。 

③ 自動車
じどうしゃ

、原動機付自転車
げんどうきつきじてんしゃ

の利用
りよう

は禁止
きんし

である。 

 

 

6. 留守
る す

の届出
とどけで

 

① 帰
き

郷
きょう

及
およ

び旅
りょ

行
こう

等
とう

で本
ほん

寮
りょう

を留
る

守
す

にする場
ば

合
あい

は、事前
じぜん

に本学院
ほんがくいん

に申請
しんせい

し、許可
きょか

を得
え

なければならない。 

（※理
り

事
じ

長
ちょう

に連
れん

絡
らく

する必要
ひつよう

はありません。学校
がっこう

に申請書
しんせいしょ

を出
だ

してください。

理事長
りじちょう

が口
くち

で許可
きょか

しても、学生
がくせい

が学校
がっこう

に申請書
しんせいしょ

を出
だ

さなかったら帰
き

国
こく

申
しん

請
せい

の

証
しょう

拠
こ

がないので、学校
がっこう

は学生
がくせい

を守
まも

れません。最悪
さいあく

の場合
ばあい

、退学
たいがく

になります。） 

② 長期
ちょうき

不在
ふざい

の前
まえ

には部屋
へ や

をきれいにし、貴
き

重
ちょう

品
ひん

は各
かく

自
じ

がしっかりと管
かん

理
り

するこ

と。万
まん

が一
いち

紛
ふん

失
しつ

しても、本学院
ほんがくいん

は一切
いっさい

の責任
せきにん

を負
お

わない。 

③ 長期
ちょうき

不在
ふざい

の 間
あいだ

でも家賃
やちん

の支
し

払
はら

いは発生
はっせい

し、割引
わりびき

はない。 



7 

 

 

 

7. 寮
りょう

室内
しつない

の備品
びひん

等
とう

 

 共 有
きょうゆう

スペースを含
ふく

め、本
ほん

寮
りょう

内
ない

で使
し

用
よう

される 消
しょう

耗
もう

品
ひん

（トイレットペーパー、洗剤
せんざい

、

電 球
でんきゅう

等
とう

）は入 寮 者
にゅうりょうしゃ

の費用
ひよう

負担
ふたん

で交換
こうかん

する。また、寮
りょう

の設備
せつび

・施設
しせつ

を破損
はそん

・汚損
おそん

し

た場
ば

合
あい

は 修
しゅう

理
り

に要
よう

する実
じっ

費
ぴ

を請
せい

求
きゅう

する。 

 

 

8. 寮費
りょうひ

について 

 寮 生
りょうせい

は、必
かなら

ず月
がつ

末
まつ

までに翌月分
よくげつぶん

の寮費
りょうひ

を支払
しはら

うことを義
ぎ

務
む

とする。寮
りょう

費
ひ

は現
げん

金
きん

、

銀
ぎん

行
こう

振
ふり

込
こみ

のみ受
う

け付
つ

ける。 

 

 

9. 盗難
とうなん

の予防
よぼう

 

 寮 生
りょうせい

は、本 寮 内
ほんりょうない

といえども自
じ

室
しつ

を離
はな

れる際
さい

には 必
かなら

ず施
せ

錠
じょう

すること。また多額
たがく

の

現金
げんきん

やカードを自室
じしつ

に残
のこ

したまま外 出
がいしゅつ

しないこと。万
まん

が一
いち

、紛失
ふんしつ

しても本学院
ほんがくいん

は

一切
いっさい

の責任
せきにん

を負
お

わない。 

 

 

10. 寮
りょう

室
しつ

内
ない

の立
た

ち入
い

り 

 本学院
ほんがくいん

は、震災
しんさい

や事件
じけん

・事故
じ こ

などの緊 急
きんきゅう

を有
ゆう

する場合
ばあい

、また設備
せつび

点検
てんけん

、入
にゅう

寮
りょう

者
しゃ

が

本
ほん

規
き

則
そく

に違
い

反
はん

していると推定
すいてい

される場合
ばあい

には、入 居 者
にゅうきょしゃ

が不在
ふざい

であっても、寮
りょう

室
しつ

内
ない

に

立
た

ち入
い

ることができる。 

 

 

11.退 寮
たいりょう

事由
じゆう

 

 本学院
ほんがくいん

は以下
い か

の事由
じゆう

に該当
がいとう

する場合
ばあい

、何
なん

らかの催告
さいこく

することなく退 寮
たいりょう

を命
めい

ずること

ができる。この場合
ばあい

、該当
がいとう

の寮 生
りょうせい

は指定
してい

する期日
きじつ

までに退 寮
たいりょう

するものとする。 

① 寮 内
りょうない

規則
きそく

の不遵守
ふじゅんしゅ

、不法
ふほう

行為
こうい

等
とう

により本学院
ほんがくいん

が退 寮
たいりょう

必要
ひつよう

と判断
はんだん

した場合
ばあい

。 

② 2か月
げつ

以上
いじょう

の寮費
りょうひ

の未
み

払
ばら

いがあった場合
ばあい

。 

③ 休
きゅう

学
がく

・退
たい

学
がく

及
およ

び心
しん

身
しん

の健
けん

康
こう

を害
がい

する等
とう

により旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

に在学
ざいがく

しなくなっ

た場合
ばあい

。 
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12.本人
ほんにん

都合
つごう

による退 寮
たいりょう

 

 卒 業
そつぎょう

、帰国
きこく

、一般
いっぱん

のアパートを借
か

りて住
す

むなどの事由
じゆう

で退 寮
たいりょう

する場合
ばあい

は、退 寮
たいりょう

予定
よてい

日
び

の 1か月
げつ

以
い

上
じょう

前
まえ

に申
もう

し出
で

て、退 寮 届
たいりょうとどけ

を提 出
ていしゅつ

すること。 

（※理事長に連絡する必要はありません。学校に申請書を出してください。理事長が口で

許可しても、学生が学校に申請書を出さなかったら退寮の意志の証拠がないので、学生

は寮費を払い続けなければなりません。） 

 

 

付
ふ

則
そく

 

1 この規則
きそく

は 2019年
ねん

4月
がつ

1日から施
し

行
こう

する。 

2 この規
き

則
そく

の一
いち

部
ぶ

改
かい

正
せい

は、2019年
ねん

10月
がつ

1日から施
し

行
こう

する。 

なお、 入 寮
にゅうりょう

手続
てつづき

の「4. 入 寮
にゅうりょう

時
じ

費用
ひよう

」の規定
きてい

にかかわらず、 

2019年
ねん

4月
がつ

生
せい

の 入 寮
にゅうりょう

金
きん

は 60,000円
えん

、保証
ほしょう

金
きん

は 10,000円
えん

とする。 

      

 

 

                         旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

 

                            理事長
りじちょう

 山川
やまかわ

 龍 一
りゅういち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊
さっ

子
し

は日本語
にほんご

で書
か

いたものを各
かっ

国
こく

語
ご

に翻
ほん

訳
やく

しています。 

日本語版
にほんごばん

と各国語版
かっこくごばん

の 間
あいだ

に違
ちが

いがある場
ば

合
あい

は、日本語版
にほんごばん

を優先
ゆうせん

します。 
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入 寮
にゅうりょう

申込書兼
もうしこみしょけん

誓約書
せいやくしょ

 

 

 

旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

 殿
どの

 

 

 

私
わたし

                 は、旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

の学 校 寮
がっこうりょう

に入 居
にゅうきょ

す

るにあたり、 寮
りょう

規則
きそく

をよく理解
りかい

し、守
まも

ることを誓約
せいやく

し、 入 寮
にゅうりょう

契約
けいやく

致
いた

します。 

 

 

 

  年  月  日 

 

氏
し

 名
めい
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退
たい

 寮
りょう

 届
とどけ

 

 

必ず
かならず

退 寮
たいりょう

予定
よてい

日
び

の 1か月
げつ

以
い

上
じょう

前
まえ

に届
とど

けを出
だ

すこと。 

 

 

   年   月   日 

 

旭日本語
あさひにほんご

学院
がくいん

 殿
どの

 

 

  

 部屋
へ や

番号
ばんごう

：              

 

 氏
し

  名
めい

：                    

 

 

 

                 記 

   

 

    退 寮
たいりょう

予定
よてい

日
び

     年  月  日    午前
ごぜん

・午後
ご ご

     時 

                         

 

 

□  帰
き

 国
こく

 

 

□  一般
いっぱん

のアパートを借
か

りて住
す

む。 

 

 

転居先
てんきょさき

  住 所
じゅうしょ

                                                     

 

                         

 

TEL                        


